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1931 年内附に観光~~~腎局を設位する特別政令が随行され， つ

いで同局は 1934 年同じ く特別政令をもってti'1幸並立伝部(翌年省

にヂ!絡)に移管された。これが同国における中央観光行政繊闘

のはじめであり，同閣の観光事業に附するいっさいの事項は同

局の管糖下に統合し，盤{l/Ijが図られるこ とと な っ た。

同局は 1947 年の国家仮首長令で戦後ふたたひ.総理府の直結

下に設1配 された。

その所掌事務は (7) 観光I]r.染被 IMIの活動に|誕lする立笑 (イ)

ホテノレおよび一般の観光施設の再建お よび改善の助成ならびに

園内観光資淑の保全整備を 目的とする法令の適用の促進および

欧的 (ウ) 観光事業に関する各官庁間の調獲 (ヱ) 観光関係の

全国的および地方的団体 ・ 憾関空宇の活動の指導・制整 (オ) ホ

テ ノレ業， 外客の旅行に直接関係のある建築物その他の施設およ

び旅行あっせん業の院督 (力) 観光関係の公の国際会総への参

加l智zである。

観光~ii督局長の諮問措置|測として中央観光評議員会があ り ， 議

長は観光L官僚局長， 委員は内閣総理!大臣により任命される。関

係各省および観光関係の交通 ・ 宿泊 ・ 商工業 ・ 旅行あ っ施業 ・

銀行 ・ 労働者等々の代表者によって椛成され， その内部に関す

る特定の 11司胞を研究するため専門委員会を設置しうることにな

っている。

また1 937 年の緊急政令および法律により，法人l穏を有 し自主

的管理権を持つ県観光協会が設置された。本協会は悩報宣伝部

(翌年省となる)の直轄下にi泣かれ，その役員は情報宣伝大臣が

直接これを任命する。その所掌事項は ① 県観光事業の発展

に利害関係を有する市町村および諸後関 ・ 団体 IMIの述絡， 事業

の制経 ② 観光関係fIII物の企図 ・ IJ~ H!Iおよびその制強 ・ 促進

③ 観光事業の研究 ・ 5民地 @ 観光事業に|刻する建設 ・ 意見

の U::J隙 ⑤ 情報宣伝省から委嘱される事項の実施等である。

つぎにその迎営経吹であるが，これは観光地自治会および自

治会の設世されていない観光地を擁する市町村からの繊出金，

観光!)j:業による受従者からの特別隊出金等によって支弁される。

また 1929 年の特別政令によ って全国観光協会の組織が定め

られた。同協会は半官半民の観光宣伝の突施峨|刻であり ① 

園内および対外観光宣伝の災施 ② 観光統計の集計 ③ 案

内所 ・ 宣伝事務所の経営(翌年案内所はイタリア旅f子会社 Lチ

ット 1 に殺り，旅行あ っ旋業から手を引く) ④ ホテノレ業その

他の観光関係事業の保護 ・助成および指導 ⑤ 観光地の事業

活動の制整等に当ることとなった。

その財源は特月1)政令にも とづき ， 医I~\lからの干ilì JJ"JJ. 国有鉄道

からの隊 II~U ， 観光関係の諸機関 ・ 業者および観光事業の受益者

たる商工業者からの隊出等によってまかなわれている。

阿国の観光機備は戦後も大きな変革は行われていない。

参考文献 し国際観光7 託、 No.2 -6 (1948- 49) 国井岱土利

:w,ij 観光事業と方法。(図列 沼土手1])

かいざいし 伊 介在車 市 集結輸送を行うに当り ， 行先指定区

間frの 1:l: Illではあるが . * L貨物輸送手続1 中貨Jl1jl紘一方のL列

車組jえならびに貨車集結側1 に指定された述結指定箇所(列車

を組成する連結位置)以外の位位に連結した1:~耶をいう。 ただ

し集結区間行j.'VI工の中間に連結された代用車が. jl結区|甘l行ま

たは集結区間以遠行のものであった場合には，代刑事列外に述

結されてあっても介在事ではない。

また*代用列車であって途中の絞釘1mの小口貨物f，'(ft'lIホーム

有効:長の関係から，もし代用車を段後部に連結すればホ ームか

らはずれ，荷役に支障を与える場合は，代用車の迎結箇所を荷

扱のしやすい箇所まで控韓関車寄とするが， こ の場合には代用車

列の後部に一般11ょ扱貨111 を述結 して列車牽引(けんいん)定数の

充災を凶 っ ている。このように代別列車の代刑事3iI)の後部に述

給されるものは後部介在111 と 称されているが， 単に介在車と も

いわれている場合が多い。(菅野太次)

かいさつがかり 改札掛 駅におかれる紋で駅長の指郷をう

けてホームへの入口 で乗車券類の入欽を行い， ホームよりの山

口 で衆車券類を集札し， 旅客運賃料金の追徴または払もどし等

のI)f務を行うものである。(jJII~紋次郎)

かいさつきょう 改札鉄 旅客が旅行を開始する場合，鉄道は

駅員無配置2駅の場合を除いて必ず改札口において衆車券の検査

を行うこ ととな っている。この場合定期乗車券 ・ I~f本来事券お

よび:1"1'切乗車券の湯合を除いて ， その検査を行っ たことを切 ら

かにするため，原fllJ として来事券類の下部に欽こんを主主ずこと

としているが， その際に使用する欽を改札欽という。

改札欽を使用して来事券獄に入欽することは旅客の旅行開始

を意味するものであって ， 乗車券類の効力の判定， 旅客湿u.'( .

料金計算上等に大きな役制を来たすものである。改札鉄はその

欽こんを駅ごとに奥にするように配備され，その筋類は十数極

におよび鉄道管理局長が駅ごとにこれを定める。(平林喜三造)

がいさんばらい 概算払 (国鉄会計の) 金銭債務は存在する

がその金納が支払の際未確定な場合に， 特約に よ り概算金額を

もって支払をする こ と をいい，国鉄の金銭ú"t~!先履行の場合にと

られる特殊な形態の 1 つであ る(日本固有鉄道会計規程第 61

条)。なお旅客が乗車中に衆越しな どで不足辺氏を支払うとき

の紙n払については *L旅客運賃の級Z'):払1。

元米国鉄がその金量免債務履行のため支払をする場合は， 当該

債務が確定し且つ履行期lにあることが袈fLIーであるが，経ì/1の性

質上概算金額をもって支払をしなければ事務に支障をおよほす

ような ものがあるので，このような経政の支出については，例

外として一定の範囲を限りこれを行うことは，企業運営上必要

なことといわねばならない。

この意味において概算払は前金払と 問機支出の特例をなして

いるが， これは債務履行期到来自íJに支払をする点におし、ては前

金払と類似するが.m務金古Hが未確定である点においてが]金払

と 区別される。概算払は依務金傾が未確定のものに対して支払

われるものであるから，事後その金額が確定したときには当然

その精算を必裂とする。しかしながら債務関係は前金払と 問機，

契約その他によ っ て存在しているのであって，将来発生すべき

依務に対する支払ではない。

統算払ができる経政等はつぎの通りである。

( 1 ) 旅 ì/1 (2) 医1 . 地方公共団体その他の公法人または公益

法人に対して支払う経政 (3) 負担金及び分短金 (4) 特別の

I)j:由により総裁の承認を得たもの。(渡辺耕一)

がいしがたしゃだんき 碍子型遮断器 (英) porcelain type 

circuit oreaker 送電線・配電線に保談装置として使用される

遮断総の一極。遮断然は送電線 ・ 配電線において 1，:i~' 1I寺負荷電波t

の開閉を行うばかりでなく ，これらに故障が発生したときに速

やかに故障電流を遮断して送電線 ・ 配電線につながっている発

電磁 ・ 変圧擦のような軍基Z俄総を，故障した線から切り致して

保護することがその使命である。碍子(がし、し)型遮断骨量は少盆

の irllですむのがその大きな特長である。現在製作されている 66

KV 以上の高圧大容量の遮断伐の大部分はこの型である。碍子

型は絶縁irll を許可弧媒材としてのみ使用し，絶縁目的には1得管お

よびベークライト筒等の国体絶縁物を使用している。したがっ

て消弧煤材 としての絶縁泌lはきわめて少量で足りるので小泊量

一一一 1 86 一一一




